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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は, - テロ型醸醇に関する研究を中心として, 乳酸菌の示す糖代謝について論述 したもので, 二,
三の新しい知見をえている｡
I - テロ塑醸酵細菌である L . (Lactobacillus) ferm entum は新鮮菌体でも, あるいは無細胞抽出液
でも, 三炭糖 (グリセ リンアルデヒド) から, ほぼ定量的な収量で乳酸を生ずる｡ この際 CO之の放出も,
酸素の吸収も起こらない, また酢酸やアセ トインなどの副産物を伴なわないことを指摘 し, ついで無細胞




とを各種の- テロ型ならびにホモ型醸酵細菌について実証 した｡ ついで, これらの乳酸菌の無細胞抽出液
についての実験から, ホモ型髄酵細菌の場合には M annitokinase の作用で生ずるマンニット- 1一 リン
酸が M annitoトトphosphate dehydrogenase によって果糖- 6 - リン酸に酸化をうげ, しかるのちにホモ
型磯醇にしたがって乳酸を生ずるが, - テロ型磯酵細菌ではマンニットがまず M annitol dehydrogenase
によって直接果糖に酸化されたのちに, - テロ型醗酵をうけて乳酸と酒精とを生ずることを 明らかにし
ている｡ ことに- テロ型簡酵細菌 L brevis から M annitol dehydrogenase の分離, 精製に成功して, 乳
酸菌における当該酵素の実在をはじめて証明した｡
Ⅲ 乳酸菌によるグルコン酸の簡醇について各種の菌種中 Streptococcus 属のみが, その簡酵性を示さ
ぬことを兄いだした｡ この理由は G luconokinase がこの属の菌種に所在 しないこと, したがってグルコ
ン酸の付 リン現象を起こす性能を欠くためであるとした｡
つぎに, 各種の乳酸菌におけるG lucose-6-phospate dehydrogenase の存在を芙証 し, さらに 6-Phosph0-
gluconate dehydrogenase の分離を L bulgaricus について行なって, これらの酸化現象を解説 したばか
- 205-
りでなく, グルコン酸の醗酵産物は, いずれの醸酵型乳酸菌についても全く同一であること, たとえば
ケン気的には乳酸のほかに酒精と酢酸とを生ずるが, 好気的には酒精の生成を見ないこと, またメチレン
青を添加すればケン気的でも好気的の場合と同一の産物を生ずることを指摘 している｡
Ⅳ ブドウ糖の- テロ型醸醇において生ずる酒精の成因については, いまだ明確な説明がくだされてい
ないが, 本論文の著者はヘテロ塑簡酵細菌の新鮮菌体がセミカルパテ ドの存在でブドウ糖からピルビン酸
およびアセ トアルデヒドを生ずることを芙証 し, ついでブドウ糖の醗酵液に添加したアセ トアルデヒドが
共役的酸化還元反応をうけて酢酸と酒精とに変化することを指摘し, さらに酒精からアセ トアルデヒドを
生ずる A Icohol dehydrogenase を L ferm entum から分離 し, またヒドロキシルアミンを固定剤として
アセ トアルデヒドからアセチル化合物の生成の証明に成功して, 乳酸菌による酒精の生成はアセチルリン
酸ついでアセ トアルデヒドを経るとの推論を下 している｡





論 文 宰 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は, 乳酸菌の糖代謝について 討議の的になっている二, 三の問題 について 論述 したものであっ
て, - テロ型醗酵細菌とホモ型醗酵細菌とはブドウ糖のケン気的醗酵ばかりでなく, マンニットの好気的
醗酵においても, それらの作用機構に差異のあることを兄いだした｡ すなわち, 前者はマンニット脱水素
酵素作用によって, マンニットを果糖に酸化したのちに, - テロ型醗酵を営むが, 後者はマンニットの付
リン作用で生じたマンニット- 1 - リン酸を酸化 して果糖- 6 - リン酸となしたるのちにホモ型醗酵を起
こすことを明らかにした｡
つぎに, ブドウ糖の- テロ型醗酵の特産物である酒精の生成機構については, まずアセ トアルデヒドの
生成を実証 し, ついで酒精脱水素酵素の分離に成功, あわせてアセ トアルデヒドからアセチル化合物の生
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